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1.「 貴学にお ける大学アー カイ ヴズについて」

1・1設置 目的 ・設置経緯 一新島裏関係資料と大学アーカイヴズー

同志社大学同志社社史資料セ ンターは、1963年 に同志社の法人本部に設置 された同志社

社史史料編集所を前身 とす る。社史史料編集所は、『同志社九十年小史』(1965年)と い う

年史編纂 と創立百周年記念事業の準備のために設置 された組織であ り、私立大学アーカイ

ヴズの中では、慶応義塾大学 ・早稲 田大学 に次 ぐ早い例 である。

社史史料編集所 の設置以前には、同志社 では主に創立者新島裏 に関す る資料 を収集 ・保

存 していたが、社史史料編集所 の設置 によって、新 島関係資料 とともに同志社社史関係資

料 を扱 う大学アーカイ ヴズが誕生す ることとなった。1983年 には同志社社史資料室 と改称

し、1995年 の機構改革によって法人か ら大学の組織(人 文科学研究所所属)と な り、クラ

ーク記念館か ら現在 の啓明館1階 に移転 した。この間に 『同志社百年史』全4巻(1977年)、

『新島裏全集』全10巻(1983～96年)の 刊行 が行 われてい る。2004年 には同志社社史資

料セ ンター として人文科学研究所か ら独立 し、現在に至 ってい る。

同志社 における資料収集 は、創 立者新 島裏が意識的に資料 を残 した ことに始まる。 さら

に新 島の死後、新 島に関す る資料が続々 と同志社 に寄せ られた。 これ らの資料 を保存 ・修

繕す るために、新 島没後50周 年の1940年 に新 島遺 品庫の設置が公表 され、建築家 ヴォー

リズの設計によって1942年 に竣工 した。現在 は社史資料センターの管轄下にある。

1-2組 織形 態

同志社社史資料セ ンター に

は、所長1名(現 在は文学部

教授の兼務)、 参与1名(定 員

外)、事務長1名 、社史資料調

査員2名(常 勤嘱託職員、非

常勤嘱託職員)、一般アルバイ

ト3名 が置 かれている。社史

資料調査員 は、大学 としては

研究能力のある人 を採用す る

と定 めているわけでないが、

実際には高い研究能力が求 め

られ る。膨大 な資料 を扱い、
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問い合わせ に即応す る必要があるので、同志社の歴史や新島裏 について熟知 していなけれ

ばな らない。 このため人事異動の対象外 となってお り、人選 もセ ンター委員会で行 ってい

る。

同志社社史資料センターは大学の組織 であるが、扱 う資料や事業は法人全体に及んでい

る。このため同志社社史資料センター委員会が設け られ、法人内のすべての学校(女 子大 ・

中学校 ・高等学校な ど)か ら選出 された委員 が集ま り、センターの事業について審議 して

いる。 またセンター委員会の中にセ ンター運営委員会が置かれ、セ ンターの事業について

計画立案 を行 っている。

1-3活 動 内容

同志社社史資料セ ンター規程では、セ ンターの事業 として、同志社社史資料の研究、収

集、整理、保存お よび公開、新島研究に関す ること、同志社社史の編纂 、『同志社談叢』の

発行、NeesimaRoomの 管理運営、新 島遺品庫の管理運営、新 島旧邸の管理運営、新 島裏

お よび同志社建学の精神について啓蒙活動 を行 うこと、などを定めている。

この うち資料の収集 については、保存期間の終了 した文書 をすべて集 めることはスペー

ス的に不可能で、基本 的にそれぞれの部署で持ってい る。各部署で保存年限が過 ぎた文書

を廃棄する際には、センターに声をかけるよ うに働 きかけ、事務長や社史資料調査員が引

き取 りに行 っている。 また各学校の卒業式 の式次第な ど、現用であって も保存すべ き文書

は、出来次第 コピー して送ってもらうよ うに依頼 している。

かつ て法人本部にあった頃には、総長の直轄であったため、法人内の各学校 の文書が 自

然に集 まってきた。 しか し現在 は大学の組織 になってい るので、大学 と法人本部の文書は

入って くるものの、各学校の情報
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ことも可能である。

社史の編纂については、14年 後に創立150周 年 を迎えるので、材料 を集 めてお く必要が

あ り、紀要は史料紹介 が中心 となってい る。150年 史の編纂 には法人全体で編纂委員会を立

ち上げる予定であるが、社史資料セ ンターが中核 となることが予想 される。

研究活動は、新島研究 を行 う第一部 門研究 と同志社社史研究を行 う第二部門研究 とい う、

二つの研究会に分かれているのが特色で、前者 は 『新島研究』、後者は 『同志社談叢』 とい

う紀要 を刊行 している。

展示活動は、かつては新島遺品庫の中で行われていたが、1995年 か らはハ リス理化学館

(国指定重要文化財)の2階 にあるNeesimaRoomと い う展示室で行われている。年に2

回、春学期(4～7月)と 秋学期(10～1

.月)に 、新 島裏や同志社 に関す る企画展

を実施 し(入 場無料)、ツ ーフ レッ トも

作成 している。近年 のテーマは、「新 島

八重の生涯」(2009年 秋学期)、 「幕末 と

同志社」(2010年 秋学期)、 「まかれた種

一神戸女学院 と同志社一」(2011年 春学

期)な どである。

展示 は 自校 史教育 にも活用 され てい

る。神学部の教員が主に担 当す る 「同志

社科 目」 とい う科 目があ り、神学部以外

の学生 も受講できるαその授業の一環 と

して、学年 ・学科 ごとに教員が展示 に学

生 を引率 して くる。授業内容は新島裏の

話が中心で、テキス トも用意 されてい る。

同志社大学編 『新島嚢検定100問 ～同志

社大学の軌跡～』(ら くたび文庫、2008 同志社大学編

年12月 刊)と い う本 も刊行 されている 『新島裏検定100問 ～同志社大学の軌跡～』

(企画部広報室広報課が作成)。

2.「 貴学に とっての大学アーカイ ヴズの意義」について

同志社 の場合、創立者新島裏の知名度が高いので、旗 を振 らな くて も、新 島に対する人々

の関心は高い。 しか し創 立者だけではな く、その後の歴史に も注 目す る必要がある。大学

アーカイ ヴズは、大学の歴史 を保障す る唯一の部署である。 これまでに生成 され た資料 を
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整理 ・保存 して公 開す ることは、大学 の歴史 を語 る上で不可欠 であ り、自校史教育のため

にも重要である。

同志社 の卒業生 にとっては、新島裏が共通の話題であると言 われ る。学校 は同窓生に支

えられている。 卒業生が帰って くる場所があること、そこについて知 ってお くことは、 自

校史教育の意味であ り、大学アーカイ ヴズの役割 でもある。

蘭擁

事務室での調査風景

3.「 国公 立大学 ・私立大学 にお ける大学アーカイヴズの意義」について

国立大学 とは文書の保存に関す る法律の枠組 みが異なるが、私立大学 には創立以来の流

れがあ り、独 自性があるので、それを保持 しておかなければならない。

大学アーカイ ヴズの意義は、原点の確保 にある。 ここを外す と大学の存在意義 さえ失わ

れかねない。大学が着実に発展 していくためには、 しっか りとした源が必要である。

また、大学アーカイ ヴズは、一旦不必要になったものを、後世必要 になるまで保管 して

お く 「学校の歴史の金庫番」のよ うな役割 を担っている。大学 における他 の仕事は前に出

るが、アーカイ ヴズは後ろ(足 跡)を 守る仕事である。

いつでも見学者 を歓迎できるウェルカムの状態 を作ってお くことが重要。それ によって

大学アーカイ ヴズの認知度 も広がってい く。
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調査を振り返って

同志社 には新島裏の教 えと遺

品が多数残 されてお り、学内の

建築 も、国指定重要文化財5棟

を始 めとして、その多 くが国登

録有形文化財 の指定 を受 けてい

る。社史資料セ ンターが入 って

いる啓明館(旧 図書館)も1920

年竣工の国登録有形文化財であ

る。明治初期 の木造建造物であ

る新島裏の旧邸 も、社史資料セ

ンターの管轄 であ り、一般公 開

されている.そ のよ うな環境 の 噸

中で、早 くか ら大学アーカイ ヴ

ズが設立 され 、調査 ・研究 ・保

存 ・活用がな されてきたことに ・

は、大学 としての風格 を強 く感

じた。.・

近畿大学の場合、ここまで豊

かな内容をそろえることは恐 ら
同志社社史資料センターのある啓明館入口

く不可能であるが、大学の歴史

を深 く掘 り起 こす 中で、 どこまで豊かな歴史を語れるか、今 回の調査 を参考 に しなが ら、

今後の調査 ・研究を進 めていきたい。

お話 を伺 った落合事務長、小枝社史資料調査員 には、非常に親切丁寧に対応 していただ

き、調査 は長時間に及んだ。大学 アーカイ ヴズの発展 のためには、見学者 をいつでも歓迎

す ることが大切 とい う教 えも、今後 しっか りと実践 していきたい と思 う。

(鈴木拓也)
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